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初
夏
の
味
覚

「
サ
ク
ラ
ン
ボ
」
を
味
わ
う

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
が
、
市
内

の
サ
ク
ラ
ン
ボ
観
光
農
園
（
20

戸
余
り
）
で
、
６
月
い
っ
ぱ
い

楽
し
め
ま
す
。

　
今
年
の
出
来
栄
え
は
、
天
候

不
順
の
影
響
で
例
年
と
比
べ
て

５
日
程
度
、
生
育
が
遅
れ
て
い

ま
す
が
、
色
鮮
や
か
で
甘
く
て

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
実

り
ま
し
た
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
の
お
勧
め
時

Ｑ　

子
ど
も
と
祖
父
が
吐
き
気
、

嘔お
う
と吐

、
腹
痛
、
激
し
い
下
痢
な
ど

の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
夕
飯
に
今

朝
、
作
り
お
き
を
し
て
お
い
た
お

か
ず
を
食
べ
ま
し
た
。

　

食
中
毒
で
は
な
い
か
と
心
配
で

す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
　
同
じ
食
事
を
し
た
方
に
、
同

様
の
症
状
が
現
れ
れ
ば
、
食
中
毒

の
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
子
ど

も
や
高
齢
者
の
場
合
は
、
少
量
の

菌
で
も
重
症
化
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

症
状
や
食
べ
た
物
と
時
間
、
便
の

状
態
、
一
緒
に
食
事
を
し
た
方
の

様
子
な
ど
も
医
師
に
伝
え
ま
し
ょ

う
。

　
原
因
と
思
わ
れ
る
食
品
や
吐
い

た
物
、
便
な
ど
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
持
参
す
る
と
診
断
の
重
要

な
手
掛
り
に
な
り
ま
す
。
受
診
前

に
は
勝
手
に
胃
腸
薬
や
下
痢
止
め

を
服
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
嘔
吐
の
場
合
は
、
吐
き
や
す

い
体
位
を
と
り
、
窒
息
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
食
中
毒
を
起
こ
し
、
下
痢
や
嘔

吐
を
繰
り
返
し
た
体
は
、
水
分
が

不
足
し
脱
水
症
状
を
起
こ
し
や
す

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
何
回
か
に

分
け
て
水
分
補
給
を
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
上
手
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
吐
い
た
物
や
便
の
処
理
は
、
直

接
手
を
触
れ
ず
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど

を
し
て
行
な
い
、
処
理
し
た
後

は
、
せ
っ
け
ん
で
よ
く
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。
汚
れ
た
衣
服
は
漂
白

剤
な
ど
で
消
毒
し
、
他
の
洗
濯
物

と
分
け
て
洗
い
、
日
光
で
十
分
に

干
し
ま
し
ょ
う
。

〇
食
中
毒
を
防
ぐ
為
に

　
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
つ
け
な
い

　
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
増
や
さ
な
い

　
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を
殺
菌
す
る

電
話
医
療
相
談
所
で
は
こ
の
４
月
か
ら
開
所
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
。

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
１０
時
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

ま
で
、
看
護
師
や
保
健
師
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
心
配
事
・

相
談
事
が
あ
る
場
合
は
☎
�
０
３
０
０
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

北
信
総
合
病
院
医
療
安
全
管
理
室

☎
�
２
１
５
１
（
内
線
５
５
２
２
）

こ
ん
に
ち
は

電
話
医
療
相
談
所
で
す

期
は
、
６
月
中
旬
か
ら
下
旬
ま

で
、
人
気
の
品
種
「
佐
藤
錦

（
サ
ト
ウ
ニ
シ
キ
）
」
や
「
高

砂
（
タ
カ
サ
ゴ
）
」
「
香
夏
錦

（
コ
ウ
カ
ニ
シ
キ
）
」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
品
種
が
味
わ
え
ま

す
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
、
色
鮮
や

か
な
軸
の
く
す
ん
で
い
な
い
も

の
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
30
分

食
べ
放
題
で
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス

を
完
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
天

候
を
気
に
せ
ず
に
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

　
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
と
お

出
か
け
に
な
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　市内の農産物や食品などを集めた『夏のギフ
ト』カタログを発行しました。
　今回のカタログは、新商品の掲載に加え、旬の
農産物がより充実した品揃えになっています。
　市民の皆さんには、６月中旬に全戸配付します。
　また、ふるさと信州中野会、姉妹都市の茨城県
北茨城市と大分県竹田市の全戸などに配布します。
お世話になった方や親しい方などへの贈り物に、
どうぞご利用ください。

信州中野２０１０

「夏のギフト」カタログ発行

問い合わせ先
市役所売れる農業推進室推進係
☎（２２）２１１１（内線３８１）

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
　

　
食
料
自
給
率
向
上
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
麦
・
大
豆
や
野
菜
な
ど
の

生
産
拡
大
を
促
す
水
田
利
活
用
自

給
力
向
上
事
業
と
、
水
田
農
業
の

経
営
安
定
を
図
る
た
め
に
、
恒
常

的
に
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
米
に
対

し
て
補
て
ん
す
る
米
戸
別
所
得
補

償
モ
デ
ル
事
業
を
セ
ッ
ト
で
実
施

し
ま
す
。

水
田
利
活
用
自
給
率
向
上
事
業

◇
水
田
で
麦
・
大
豆
な
ど
を
生
産

す
る
販
売
農
家
を
対
象
に
、
主

食
用
米
と
同
等
の
所
得
を
確
保

で
き
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
野
菜
な
ど
、
地
域
振
興
作
物
に

つ
い
て
も
、
一
定
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

◇
水
田
に
戦
略
作
物
な
ど
を
作
付

け
、
要
件
を
満
た
す
す
べ
て
の

販
売
農
家
が
加
入
で
き
ま
す
。

交
付
要
件　

別
表
１
（
水
田
利
活

用
自
給
力
向
上
事
業
交
付
単
価
）

参
照

米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

◇
米
に
対
し
て
、
国
が
定
額
部

分
（
今
年
度
は
10
㌃
当
た
り

１
万
５
千
円
）
と
変
動
部
分
の

２
つ
の
補
償
で
農
家
の
手
取
り

を
補
償
し
ま
す
。

◇
米
の
生
産
数
量
目
標
に
即
し
た

～
加
入
申
請
期
限
は
６
月
30
日
㈬
で
す
～
生
産
を
行
っ
た
販
売
農
家
に
交

付
さ
れ
ま
す
。

交
付
要
件　

別
表
２
（
米
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
事
業
交
付
単
価
）

参
照

加
入
申
し
込
み

　
２
つ
の
事
業
と
も
、
交
付
金
を

受
け
る
た
め
に
は
事
業
の
加
入
申

込
書
と
交
付
申
請
書
な
ど
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
込
期
限
は
６
月
30
日

㈬
で
す
。

支
払
時
期
　

　
交
付
金
は
、
12
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
間
に
農
業
者
が
指
定
し

た
口
座
へ
、
国
か
ら
直
接
支
払
わ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
農
政
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

遊
休
荒
廃
農
地

補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
市
内
の
遊
休
農
地
を
再
活
用
し

て
景
観
作
物
や
農
作
物
の
作
付
け

を
行
い
、
補
助
対
象
農
地
に
該
当

す
る
場
合
は
、
３
年
を
限
度
（
永

年
作
物
は
実
施
初
年
度
の
み
）
に

補
助
金
の
交
付
を
行
う｢

遊
休
荒

廃
農
地
対
策
事
業
補
助
金｣

を
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
農
地

・
１
年
以
上
耕
作
を
せ
ず
、
荒
廃

し
た
農
地
　

・
作
付
け
し
、
３
年
以
上
耕
作
を

継
続
す
る
予
定
の
あ
る
農
地
　

・
面
積
が
10
㌃
以
上
の
ま
と
ま
っ

た
農
地

※
た
だ
し
、
個
人
が
自
己
所
有
の

農
地
を
申
請
対
象
と
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
補
助
金
の
活

用
を
ご
希
望
の
方
は
、
６
月
1８

日
㈮
ま
で
に
事
業
承
認
申
請
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
経
費
　
抜
根
費
、
石
処

理
費
、
畦
畔
水
路
な
ど
の
修
繕
費
、

除
草
費
、
草
刈
費
、
耕
起
費
、
土

づ
く
り
に
係
る
経
費
、
種
子
苗
木

費
（
た
だ
し
、
抜
根
費
、
石
処
理

費
、
畦
畔
水
路
な
ど
の
修
繕
費
は

事
業
実
施
初
年
度
の
み
）

補
助
率
　
10
分
の
10
以
内
（
た
だ

し
、
事
業
実
施
初
年
度
は
10
㌃
当

た
り
３
万
６
千
円
を
限
度
と
し
、

２
年
目
以
降
は
10
㌃
当
た
り
１
万

８
千
円
を
限
度
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
農
政
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

作　物 単　価（円）
麦 36,800
大豆 35,000
飼料作物 28,000
新規需要米

（米粉用米等）
80,000

そば、なたね、
加工用米

20,000

アスパラガス 10,700
その他野菜 3,000 円～ 10,700
果樹 9,000 円～ 10,000

別表１交付単価

別表２交付単価

定額部分

１５，０００円
標準的な生産に要す
る費用と標準的な販
売価格の差額を全国
一律単価として面積
に応じて交付

変動部分

当年産の販売価格が
標準的な販売価格を
下回った場合、その
差額を基に変動部分
の交付単価を算定

注１）上記作物を販売目的で助成対象水田
に作付けした場合に交付金が交付されます。
注２）果樹は助成対象水田において今年度
新たに新植（果樹以外の作物からの転換）
の場合のみ対象となります。

▲「夏のギフトカタログ」

※玄そばの買取り、製粉等も承ります。

作業内容 対象品目 作業料金（税込）
コンバイン収穫 そば・大豆 10,500 円/ 10a
乾燥・粗選別 そば  4,200 円/ 10a

コンバイン運搬 そば・大豆  1,050 円/ 1 カ所

そば・大豆のコンバイン
収穫作業を請け負います

　産業公社では、昨年から汎用コンバイ
ンを導入し、地産地消の推進や遊休農地
の解消などに取り組んでいます。
　そば・大豆の収穫・そばの乾燥・買取
り・製粉などの作業は産業公社が引き受
けますので、お申し込みください。
　遊休荒廃農地や水田に、そば、大豆な
どを作付けする場合は補助金制度もあり
ますので、ご活用ください。
問い合わせ先　㈶中野市産業公社
☎（２２）２１１１（内線３０３）

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策


